
昭和 48年 9月 20日

健東なからだをつくり

高い教養を身につける。
〉 あらゆる機会をとらえ学習に励む。

スポーツをさかんにし、すこやかな心とからだを

つくる。(大洲市民憲章}
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市の人口(9月1日)
人口 38，193人
男 18，048人女

世帯数 10，385世帯
面積 240，Q3平方キロメートノレ

発行大洲市役所

編集総務課

20.145人

(1) 

最
近
、
県
下
各
地
に
お
い
て
民
間
企
一
い
づ
れ
も
、
事
前
に
協
議
し
て
い
た
一
該
当
者
は
所
定
の
手
続
き
を
レ
て
く
だ

一
業
な
ど
に
よ
る
乱
開
発
が
進
め
ら
れ
て
一
だ
く
窓
口
は
市
の
企
開
室
で
す
か
ら
、
一
さ
い
。
企
画
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一
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び
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制
要
綱
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
一

L

(

四
月
一
百
か
ら
昭
翠
干
年
四

一
乙
の
要
綱
で
は
、
ゴ
ル
フ
場
そ
の
他
一
市
で
は
、
昭
和
四
十
孟
実
刑
市
一
保
母
約
七
名
イ
月
百
ま
で
に
生
ま
知
事
で
一

一
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
お
よ
び
住
宅
、
工
場
一
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
、
採
用
試
一
受
験
資
格
す
o

-

一
な
ど
の
敷
地
に
す
る
た
め
に
、

O
ニ

ニ

験

を

行

い

ま

す

。

一

H

学
震
は
関
い
ま
せ
ん
が
高
等
学
校
栄
養
、
保
母
に
つ
い
て
は
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
土
地
を
造
成
し
ょ
一
採
用
予
定
人
員
一
卒
業
程
度
以
上
皇
室
必
要
と
昭
型
平
年
四
月
一
百
か
ら
昭

一
う
と
す
る
人
は
夏
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
一
事
務
職
員
約
五
名
一
し
ま
す

0
5レ
、
栄
養
士
に
つ
-
雪

f
p四
月
百
ま
で
に
生

一
以
上
は
知
事
と
協
議
の
う
え
同
意
を
得
一
技
術
要
員
約
五
名
一
い
て
は
、
栄
養
主
訟
に
よ
る
免
一
ま
打
た
女
子
で
す
。

一
な
貯
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に
な
っ
て
い
一
消
防
職
員
一
名
一
許
、
震
に
つ
い
て
は
児
童
福
田
日
本
国
籍
を
号
、
地
方
公
務
員

一

ま

す

。
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一
(
い
ず
れ
も
昭
和
四
去
年
三
月
一

一
言
語
期
勤
続
者

j
長
期
勤
続
者

O
O
円
ま
で
土
ハ
豪
雪
、
従
業
員
=
一
士
日
ま
で
に
取
得
見
込
の
者
一
受
験
申
込
受
付
期
間

一
に
、
よ
り
多
額
の
退
職
金
が
支
払
わ
れ
一
個
人
ご
と
に
き
め
ま
す
。
掛
金
は
全
額
一
を
含
む
)
が
必
要
で
す
J

一
昭
和
四
十
パ
年
九
月
一
王
ハ
日
か
ら

一
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
色
事
業
主
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
害
・
自
ト
一
昭
和
四
十
八
年
十
月
八
日
ま
で
。
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定

着

を
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に

号
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要

員

正

職

一

(

当

日

消

印

有

効

)

一
ま
た
、
事
業
団
の
人
件
費
、
事
務
費
一
申
込
み
は
金
融
機
一
員
に
つ
い
て
は
、
患
去
年
試
験
日
・
書

一

一

切

は

国

庫

補

助

金

で

ま

か

な

わ

れ

ま

一

関

へ
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1
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1
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十
月
は
「
中
小
企
業
退
職
金
共
富
一
言
、
所
定
の
退
職
金
を
直
撃
の
従
一
ま
ら
、
納
め
ら
れ
た
掛
金
、
運
用
一
乙
の
制
度
に
加
入
で
き
る
の
は
、
常
一
一
計
十
一
一
要
年
次

第
入
促
進
月
間
」
で
す
。
一
費
に
支
払
い
ま
す
。
一
の
利
息
警
め
て
全
部
退
職
金
に
あ
て
一
用
の
従
業
員
が
天
以
上
一
一
一
O
史

(

一

一

一

待

一

一

必

目

立

川

従
業
員
の
退
職
金
制
度
充
実
の
た
め
一
制
度
の
特
色
一
ら
れ
ま
す
の
で
、
い
っ
そ
う
有
剰
に
な
一
翼
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
五
O
人

)

以

一

一

所

主

的

剛

一

切

労

働

省

の

主

唱

で

全

国

的

に

展

開

さ

れ

一

掛

金

は

全

額

免

税

一

る

わ

け

で

す

。

一

下

の

事

業

所

に

限

り

ま

す

。

一

一

一

町

一

一

円

錦

町

繍

る
も
の
で
す
。
一
毎
月
わ
ず
か
の
掛
金
で
、
将
来
、
多
一
融
資
が
受
け
ら
れ
一
事
業
主
、
役
員
は
こ
の
制
度
に
加
入
で
一
一
一
町
一
一
万
入
万
に

中

小

企

業

返

職

金

共

済

制

度

は

、

中

一
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E
E
M
一一一」

1
収

百

別

一
額
の
退
職
金
が
用
意
で
き
ま
す
し
、
そ
一
ま
す
一
き
ま
せ
ん
が
、
役
員
で
あ
っ
て
も
支
一
同
一
一
三
市
山
下
三

f

臼
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韓

日

韓

日

短

時

一

の
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え
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の
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合
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乙

の

制

度

に

加

入
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て

い
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喜
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E
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Zねて
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ぃ
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市
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言

説

明

釦
一
一
十
四
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
突
企
業
の
場
合
は
必
霊
費
と
し
て
一
義
員
の
た
め
の
季
、
寮
、
更
衣
一
わ
ゆ
る
妻
役
員
は
従
業
員
と
問
様
加
一
一
一
中
一
一
千
得
幻
)
。

制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
o

一
全
額
免
税
と
な
り
ま
す
。
軽
減
さ
れ
る
一
室
、
休
養
室
な
ど
の
覇
厚
生
霊
一
入
で
き
ま
す
。
一
一
一
年
三

4
一

月

M
廿

言
額
は
、
地
方
税
ま
で
を
含
め
?
と
一
を
つ
く
る
資
金
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
一
申
込
み
は
近
く
の
金
融
機
関
に
申
込
一
一
一
月

τ毘民
額

料

り

制

度

の

し

く

み

一

塁

の

約

半

分

に

あ

た

り

ま

す

事

業

一

一

ん

で

く

だ

さ

い

。

申

、
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語
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M
市

金

資

な

事
業
主
が
中
小
八
撃
退
職
金
共
済
事
一
主
の
実
質
負
担
は
、
そ
れ
だ
け
軽
く
な
一
日
入
期
間
や
掛
金
の
納
付
額
は
問
い
一
関
の
窓
口
に
そ
変
で
あ
り
ま
す
。
一
三

4
三
沢
た
鵬
開

業

団

と

退

職
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共

済

契

約

案
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、

毎
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る

わ

け

で
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和
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市

の
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の
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す
o
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助
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一

毎

月

の

掛

金
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一

商

工

会
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所

へ

お

た

ず

ね

く

だ

さ

い
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二

一

昨

一

昭

鶴

一

働

時

事
業
団
は
、
従
業
員
が
退
職
し
た
と
一
退
職
金
に
は
国
庫
補
助
金
が
つ
き
、
一
掛
金
月
額
は
四
O
O円
か
ら
四
、

O

E

川
川
M
E

3期

千
万
円
で
普
通
教
室
ニ
、
特
別
教
室
五
一

議
室
、
図
書
室
、
家
庭
斜
室
、
図
一
市
消
防
署
に

工
室
、
音
楽
室
)
そ
の
他
五
室
を
充
て
一

ιxba--Z

る
な
ど
、
施
設
の
整
っ
た
立
派
な
室
三
」

3

4

n

z

で

あ

り

ま

す

。

一

を

強

化

建
設
の
際
に
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
一

た
の
教
育
に
対
す
る
と
理
解
と
熱
意
に
一
霊
安
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

虫
、
か
ね
て
建
設
を
す
す
め
て
い
一
よ
り
、
内
容
設
備
の
近
代
化
か
図
ら
れ
一
よ
り
交
通
福
祉
総
合
対
策
の
一
環
と
し

た
南
久
米
小
学
校
校
舎
が
こ
の
程
完
成
哀
育
文
化
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
一
て
、
救
急
自
動
車
等
の
現
物
表
の
と

レ
、
九
月
十
日
、
市
と
地
元
関
係
者
が
一
環
境
の
繋
備
を
図
る
と
と
が
で
き
ま
し
一
お
り
寄
贈
を
受
け
ま
レ
た
。

喜

び

の

落

葉

を

あ

げ

ま

し

た

。

一

た

。

一

救

急

自

動

車

一

台

と
の
校
舎
の
施
設
規
模
は
管
理
、
普
一
今
後
に
お
い
て
も
老
朽
校
舎
を
順
一
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
I
シ
標
識
五
0
0枚

通
教
室
、
特
別
教
室
一
様
、
鉄
筋
コ
ン
一
室
号
、
警
の
向
上
に
努
め
る
万
一
交
通
安
議
電
車
板
一
組

ク
D
l卜
二
階
(
一
部
三
階
)
建
、
延
一
針
で
あ
り
ま
す
。
一
(
喜
多
小
学
校
へ
)

八

百

十

二

平

方

メ

ー

ト

ル

、

総

工

霊

ニ

一

一

市

立

大

洲

病

院

へ

救

急

医

療

器

機

完
成
し
た
南
久
米
小
校
舎

税

落

成

式

主口

び

の

険保

乱

開

発

に

規

制

要

綱
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中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

日
月
が
加
入
促
進
強
化
月
間

-
自
動
血
球
計
算
器

-
脳
波
計
(
万
能
形
刺
激
装
置
付
)

市
民
の
皆
さ
ん
で
役
所
の
乙
と
に
つ
一
査
と
も
い
い
、
水
産
行
政
の
た
め
の
基

い
て
苦
情
、
要
望
等
、
ど
ん
な
小
さ
な
一
本
的
な
調
査
で
、
過
去
五
年
ご
と
に
行

乙
と
で
も
お
き
が
る
に
と
相
談
く
だ
さ
一
わ
れ
、
今
回
が
第
五
回
目
に
当
っ
て
お

い
。
乙
の
相
談
は
、
無
制
で
秘
簡
は
ま
一
り
ま
す
。

も

り

ま

す

。

一

漁

業

セ

ン

サ

ス

は

、

漁

業

の

変

化

と

開
設
日
時
十
月
十
八
日
(
木
)
一
現
在
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
詞
ベ
、
こ

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
一
の
結
果
を
統
計
的
に
整
理
し
て
、
闘
を

場
所
大
洲
市
民
会
館
一
は
じ
め
各
レ
ベ
ル
の
行
政
機
関
で
今
後

車
一
二
階
中
ホ
ー
ル
一
の
施
策
の
た
め
の
燈
針
と
し
て
利
用
さ

訪
一

1
1
1
1
1
1
1
1

一
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
乙
の
ほ
か
民

主

第
6
囲

一

聞

に

お

い

て

も

貴

重

な

意

と

し

て

広

三

住

宅

統

計

調

査

一

く

各

方

面

に

活

用

さ

れ

て

お

る

と

と

は

竺

と

窃

力

を

一

申

す

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

た
一

l
1
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(

一
今
回
の
調
査
で
は
、
休
耕
慰
霊

け
一
十
月
一
日
に
は
、
全
国
い
っ
せ
い
に
一
業
転
換
、
レ
ジ
ャ
ー
漁
業
な
ど
時
代
を

受
一
第
六
回
住
宅
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
一
反
映
し
た
新
し
い
漁
業
も
見
ら
れ
る
こ

を
一
す
こ
の
調
査
は
、
「
住
宅
の
国
勢
調
査
一
と
か
ら
、
内
水
一
間
漁
業
が
調
査
の
対
象

贈
一
」
と
も
時
ば
れ
る
大
規
模
な
調
査
で
、
一
と
し
て
大
き
く
採
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り

寄
一
住
宅
関
係
施
策
の
た
め
基
本
統
計
を
作
一
ま
す
。

一
成
し
、
わ
が
国
の
各
都
市
、
各
地
域
の
一
乙
の
調
査
は
、
十
一
月
一
日
に
実
施

一
住
宅
の
現
状
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
一
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
漁
業
者
の
皆

一

で

す

。

一

さ

ん

の

お

宅

に

特

別

に

任

命

さ

れ

た

一
調
査
で
は
、
み
な
さ
ま
が
た
の
住
宅
一
調
査
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

一
に
つ
い
て
、
そ
の
構
造
、
広
さ
、
設
一
ま
た
、
お
聞
き
し
た
内
容
に
つ
き
ま

4

一
備
、
特
ち
家
、
借
家
の
別
、
家
賃
、
間
一
し
で
は
、
統
計
の
目
的
以
外
に
利
用
し

昭
和
田
先
年
十
月
十
二
一
代
、
建
て
か
え
、
妻
、
敷
地
、
世
帯
一
た
り
、
他
に
漏
す
乙
と
は
法
律
上
奪

回
一
に
つ
い
て
、
そ
の
構
成
、
居
住
室
の
健
一
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
乙
の
点
に
も

大
淵
市
民
会
館
一
思
哉
、
収
入
、
ま
た
世
帯
主
に
つ
い
一
ご
心
配
な
く
、
よ
ろ
レ
く
と
協
力
く
だ

第
二
次
半
月
下
旬
の
予
定
空
一
て
、
そ
の
年
時
従
業
上
の
地
位
、
通

τ}い
ま
回
同
市
山
し
ま
す
。

次
試
験
合
格
者
の
み
)
一
勤
時
間
、
住
居
の
移
動
、
そ
の
ほ
か
住
一
ま
ど
こ
ろ
銀
行

受
験
室
宇
警
く
わ
し
い
乙
と
一
宅
環
境
に
つ
い
て
、
日
照
時
間
、
排
水
一

j

j

は
市
人
事
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
施
設
、
隣
室
隣
の
状
況
を
お
き
き
す
一
へ
預
託

さ
い
。
(
電
話
大
洲
局
四
I
一
一
一
一
る
ζ
と
に
な
り
ま
す
。
一
ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ
の
善
意
の
基
金
心

二
番
)
一
そ
の
結
果
、
都
市
や
そ
の
周
辺
の
狭
一
か
ら
感
謝
聞
上
げ
ま
す
。

I
l
l
i
-
-
-
1
i
l
l
l
-
ゎ
過
密
居
住
、
高
家
賃
、
遠
距
離
通
勤
一
一
、
今
態
設
中
の
総
合
セ
ン
タ
ー
「
老

合

同

行

政

相

談

所

一

一

一
な
ど
の
住
宅
問
喝
の
実
態
を
明
ら
か
に
一
人
憩
の
部
屋
」
の
設
備
費
と
し
て

を

開

設

一

す

る

資

料

薄

ら

れ

、

国

や

都

道

府

県

一

二

万

円

、

本

町

一

丁

員

雲

霊
行
政
監
察
暴
行
政
相
談
週
閣
一
そ
の
他
の
公
共
団
体
は
、
と
れ
を
利
用
一
(
代
表
)
二
宮
武
夫
氏

の
行
事
と
し
て
、
次
の
と
お
芸
同
行
一
レ
て
住
宅
事
情
の
現
状
を
分
析
す
る
と
一
一
、
奇
書
ホ
l
ム
へ
五
千
円

政
一
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
と
も
に
、
将
来
の
住
宅
建
設
、
地
域
計
一
大
刑
市
中
村
中
岡
久
間

画
、
生
活
環
演
の
改
善
、
都
市
再
開
発
一
一
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
千
百
十
円

な
ど
の
施
策
を
講
ず
る
乙
と
に
な
り
ま
一
上
山
根
地
区
子
供
会

す

。

一

(

代

表

)

後

藤

明

美

ほ

か

調

査

対

象

と

な

る

世

帯

は

全

国

の

世

一

十

一

名

帯
の
七
分
の
一
に
あ
た
る
四
四
O
万

世

大

洲

市

主

藷

社

慨

議

会

帯
で
す
が
、
対
象
と
な
っ
た
お
宅
に
は
一

九
月
二
十
四
日
か
ら
調
査
員
が
伺
い
調
一

査
票
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
も
れ
な

く
ご
記
入
く
だ
さ
る
よ
う
協
力
方
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

-
救
急
用
ス
ト
L
ッ
チ
ャ
1

.
酸
素
テ
ン
ト

第
一
次

巡
同
交
通
事
故

相
談
所
開
設
日

日
月
4
日
に
変
更

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
巡
固

漁

業

セ

ン

サ

ス

交

通

事

故

栴

談

所

の

開

設

日

(

九

月

二

に

ど

協

力

を

一

十

管

区

、

去

に

よ

り

次

の

と

お

f
l

一
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

農
林
省
で
は
今
年
漁
業
セ
シ
サ
ス
と
一
変
更
日
時
十
月
四
日

い
う
漁
業
に
関
し
て
の
大
が
か
り
な
調
一
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
レ
た
。
一
な
お
、
開
設
場
所
等
は
変
更
あ
り
ま

翠
荒
セ
ン
サ
ス
は
、
漁
業
の
恩
勢
調
一
せ
ん
。



一
人
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
聞
を
一
注
意
す
る
と
と
も
に
、
常
に
交
通
ル
l
一

一
運
転
さ
れ
る
か
た
、
歩
行
者
、
自
転
車
一
ル
を
守
り
、
明
る
い
町
づ
く
り
に
っ
と
一

大
洲
一
童
書
で
は
、
今
年
一
月
一
日
一
次
の
と
お
り
で
す
。
一
に
来
っ
て
お
ら
れ
る
か
た
等
は
、
十
分
一
め
で
く
だ
さ
い
。
大
洲
重
喜
一

か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
の
交
通
事
故
発
一
一
、
肱
川
橋
i
敗
北
派
出
所
出
件
一

1

l

i

l

i

-

-

l

ト
1

1

1

1

1

1

1

1

l

一

生
日
目
す
れ
監
部
U
K

一
一
円
相
品
川
一
回
共
闘
募
金
運
動
は
じ
ま
る

数

で

は

、

八

月

二

十

日

現

空

七

八

件

一

回

、

八

多

喜

洋

一

「

一

人

で

も

多

く

の

胸

に

赤

い

羽

根

を

」

(
大
洲
抑
留
察
署
管
内
)
前
年
同
期
に
比
一
五
、
西
大
洲

8
件一

べ
ま
す
と
八
二
件
の
増
加
、
死
亡
者
二
一
六
、
野
佐
来

7
件
一
乙
と
し
も
国
民
総
ぐ
る
み
運
動
と
し
一
わ
れ
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く

人
前
年
と
比
べ
て
四
人
減
で
あ
り
ま
す
一
こ
れ
を
原
因
別
に
四
位
ま
で
と
っ
て
一
て
、
赤
い
羽
根
の
共
同
募
金
が
十
月
こ
る
た
め
、
社
会
福
松
楠
設
の
整
備
や
、

が
、
け
が
人
は
二
二
四
人
前
年
と
比
べ
一
み
ま
す
と
次
の
と
お
り
で
す
。
十
日
か
ら
全
圏
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
一
一
息
ま
れ
な
い
人
々
に
対
す
る
援
護
を
は

て
九
三
人
増
加
と
な
っ
て
県
下
で
も
最
一
て
速
度
の
出
し
過
ぎ
幻
件
一
こ
と
し
で
二
十
七
回
を
む
か
え
た
、
一
じ
め
、
地
域
社
会
の
福
祉
の
向
上
に
貢

悪
引
発
生
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
o

一

弓

交

差

点

徐

行

違

反

互

ζ
の

遺

産

々

充

実

し

て

、

今

日

の

十

献

し

て

お

り

ま

す

。

一

軽

自

動

車

の

検

査

一

ま

す

。

と

の

検

査

を

受

け

る

期

限

は

、

一

る

べ

く

置

に

、

松

山

室

経

軽

発
生
件
数
毒
誌
に
見
ま
す
と
、
一
三
、
安
全
運
転
義
務
違
反
洋
一
社
会
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
呈
こ
の
機
会
に
き
家
庭
、
職
場
で
も
一
叩
月
か
ら
開
始
一
軽
自
動
車
届
出
証
の
届
出
年
月
日
に
よ
一
自
動
車
検
事
会
霊
事
務
所
配
置
課

肱
川
橋
よ
り
肱
北
派
出
所
ま
で
が
一
番
一
四
二
則
万
霊
視
丘
な
役
割
り
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
し
一
み
ん
な
が
こ
の
運
動
に
参
加
し
、
一
人
一
現
在
使
用
中
の
軽
自
動
車
は
、
昭
和
一
り
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
お
よ
び
、
指
定
さ
れ
て
い
る
民
間
車
検

事
故
事
く
発
生
し
て
お
り
、
特
え
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
当
事
者
別
一
た
。
一
で
も
雪
崩
に
赤
い
羽
根
を
つ
け
ま
一
四
十
八
年
高
か
ら
昭
和
五
十
年
九
月
一
こ
の
期
限
内
に
検
査
を
受
け
な
い
と
官
で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

意
か
必
要
な
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
で
は
、
よ
わ
い
立
場
で
あ
る
歩
行
者
か
一

ζ
の
募
金
は
「
国
民
の
た
す
け
あ
い
一
し
よ
う
。
ま
で
に
検
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
一
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
な
一
検
査
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
を
六
位
ま
で
と
っ
て
み
ま
す
と
一
三
二
人
、
自
転
車
に
よ
る
事
故
が
二
六
-
」
の
と
お
と
い
精
神
を
も
と
に
レ
て
行

(2) 

塁内畠
翼又.

間
例
年
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中
小
問
自
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輪
開
と
健
康
の

フミL

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

第 211号

美
と
健
康
の
セ
ミ
ナ
ー
を
十
月
二
十

四
日
大
洲
市
民
会
館
に
お
い
て
実
施
い

た
し
ま
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
健
康
の
維
持
摺
進

の
た
め
栄
養
e

運
動
・
休
養
の
不
均
衡

釦
の
た
め
肥
満
@
貧
血
・
高
血
圧
な
ど
哨
半十

一
一
健
健
康
人
が
一
増
加
の
傾
向
に
あ
る
の
で
、

一?"ヘ一
ら
の
三
宙
要
宮
素
を
正
し
く
理
解
レ
、
日
常

一
生
活
に
お
い
て
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り

一
美
と
健
康
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
白

一
的
と
し
て
次
の
と
お
り
実
施
す
る
も
の

一
で
す
。

一
実
施
主
体

一
愛
媛
県
(
保
持
団
所
)

o

大
洲
市

一
会
場
大
洲
市
民
会
館

一
日
時
十
月
二
十
四
日

一

九

時

か

ら

十

五

時

ま

で

参
加
対
象
婦
人
お
よ
び
一
般
の
か
た

笑
施
項
目

一
、
事
前
検
査
(
身
長
、
体
重
一
測

定
、
検
尿
、
血
圧
測
定
皮
下

脂
肪
厚
測
定
な
ど
)
行
わ
れ

ま
す
。

二
、
診
察
事
前
検
査
に
よ
り
診
察
を
必

要
と
認
め
た
者
、
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
受
け
る
者
。

三
、
栄
養
診
断
と
個
別
栄
養
相
談

の
指
導

四
、
体
力
測
定
と
個
別
相
談
指
導

五
、
歯
秘
検
診
と
相
談

な
お
「
ミ
ニ
健
康
と
栄
養
展
」
も
行
一

い

ま

す

。

一

え

?と
と

/1 

老
人
た
ち
を
励
ま
す
村
上
市
長

市
内
田
口
に
あ
る
大
洲
。
喜
多
特
別
養
殺
老
人
ホ
ー
ム
「
と
み
す

察
」
が
九
月
一
日
開
設
二
周
年
を
む
か
え
ま
レ
た
。

こ
の
日
は
、
村
上
市
長
、
出
羽
田
長
浜
町
助
役
が
各
部
屋
を
訪
れ
老
人

た
ち
を
励
ま
レ
、
記
念
品
の
動
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
洲
民
腕
ク
ラ
ブ
の
会
員
八
人
も
訪
れ
、
各
部
屋
ご
と
に

「
大
洲
ば
や
し
」
な
ど
を
披
露
、
生
の
踊
り
を
見
る
ζ
と
の
で
き
な

い
老
人
た
ち
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

交
通
事
故
が
多
発

肱
川
橋
か
ら
肱
北
派
出
所
の

問

要

注

意

大
洲
市
共
同
募
金
会

農

と
が
可
能
で
す
↑
。

(
間
伐
・
縮
伐
の
要
領
)

間
伐
は
密
植
園
の
樹
を
周
引
く
と

と
で
あ
り
、
縮
伐
と
は
樹
の
桟
を
切

り
縮
め
る
こ
と
で
す
。

間
伐
や
縮
伐
は
密
値
の
担
何
度
に
よ

っ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
り
間
伐
や
縮

伐
し
た
後
は
、
少
な
く
と

ι訴
の
枝

と
の
間
隔
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

結
伐
に
つ
い
て
特
に
注
意
し
た
い

点
は
、
下
校
を
切
り
落
し
、
上
部
の

み
を
残
す
や
り
か
た
で
は
効
果
が
な

い
の
で
、
下
校
を
永
久
樹
に
邪
魔
に

な
ら
な
い
よ
う
に
残
し
、
上
部
を
切

り
落
す
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す。も
レ
適
当
な
下
校
が
な
い
場
合
は

間
伐
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

間
伐
の
時
期
は
、
収
獲
後
か
ら
三

月
ま
で
の
聞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

で
い
校
の
充
実
を
良
く
す
る
た
め
収
穫

後
出
来
る
だ
け
早
自
に
行
う
と
よ
い

よ
う
で
す
。

ま
た
給
伐
は
、
一
二
月
か
ら
=
一
月

頃
が
適
期
で
あ
り
ま
す
。

大
洲
農
業
改
良
背
及
所

事

メ

モ

粟

の

間

伐

に

つ

て

粟
の
早
期
収
益
の
確
保
を
目
的
と

し
て
、
計
画
的
密
植
栽
培
が
普
及
し

て
十
余
年
を
過
ぎ
た
今
回
、
計
画
的

と
い
う
一
一
言
葉
を
忘
れ
密
植
と
い
う
一
言

葉
の
み
が
残
り
、
密
植
に
よ
る
害

が
現
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す。粟
は
日
光
か
当
る
と
と
に
よ
っ
て

花
を
つ
け
、
実
を
つ
け
る
性
質
を
も

っ
て
お
り
ま
す
。
密
憶
に
な
る
と
日

光
の
照
射
面
積
が
少
な
く
な
り
、
有

効
結
果
面
積
を
少
な
く
す
る
と
と
も

に
枝
の
枯
れ
上
り
を
助
長
し
、
竹
ボ

ヲ
キ
中
苛
立
て
た
よ
う
な
形
と
な
っ
て

結
実
し
て
い
る
場
所
は
樹
上
の
み
で

収
量
が
あ
が
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て

栗
の
収
穫
最
盛
期
は
五

1
六
年
生
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
計
画
的
に
間

伐
を
す
れ
ば
、
二
一

1
一
三
年
生
頃

ま
で
安
定
し
た
高
収
量
を
あ
げ
る
こ

大
洲
市
指
定
有
形
文
化
財

梁
瀬
焼
竹
図
透
入
り
器

所
有
者

愛
媛
県
立
大
洲
高
等
学
校

こ
の
間
は
紬
薬
か
り
た
ロ
ク
ロ
造

り
の
陶
山
で
、
大
き
さ
は
胴
回
り
五

三
セ
ン
チ
口
径
一
一
一
セ
ン
チ
、
一
品
さ

二
ハ
・
五
セ
ン
チ
、
高
台
は
径
九
セ

ン
チ
、
高
さ
0
・
一
一
一
セ
ン
チ
の
削
り

出
し
で
あ
り
、
作
行
き
は
ほ
側
め
て
精

巧
で
時
匠
が
目
慣
れ
て
い
て
、
他
に
あ

ま
り
郊
を
見
な
い
尤
口
山
で
す
。

こ
の
い
討
は
も
と
、
加
藤
家
の
御
別

品
で
あ
っ
た
が
家
扶
の
森
本
甚
中
山
口
氏

が
、
時
の
藩
主
加
一
際
法
江
守
一
敬
秋
公

よ
り
拝
領
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

用
途
は
明
僚
で
な
い
が
、
果
物
人

れ
ま
た
は
約
化
生
と
れ
わ
れ
て
い
ま

す。梁相
側
院
は
一
冗
禄
一

藤
泰
恒
が
上
方
か
ら
こ
の
地
に
移
り

来
た
ヰ
兵
衛
と
い
う
陶
工
に
命
じ
て

焼
か
せ
た
所
制
御
反
問
で
開
窯
年
数

は
約
三
、
凹
什
一
年
と
拙
定
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
間
に
儲
か
れ
た
稿
用

の
茶
部
類
に
は
優
秀
な
作
品
が
あ
り

民
用
の
雑
婦
に
も
雅
趣
あ
る
良
器
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
o

梁
澗
併
は
、
愛

媛
の
陶
業
史
の
上
で
も
最
も
注
目
せ

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
作
品
は
年
を
屈
っ
て
散
逸
し
こ

の
地
方
の
伝
世
品
も
次
第
に
減
少
し

つ
つ
あ
る
今
日
、
こ
の
伝
来
の
正
レ

い
山
消
あ
る
作
品
を
代
表
伴
の
一
つ

と
し
て
指
定
レ
保
与
し
て
お
り
ま
す
一

市
教
育
委
員
会

一
年
時
の
落
主
加

検査期限口
μ月年出届

申

込

資

格

は

、

一

一
、
新
た
に
持
家
住
宅
を
連
設
す
る
た
一

め
の
宅
地
を
購
入
す
る
者
で
、
資
一

職
業
安
定
所
で
は
、
と
く
に
心
身
障
一
金
の
一
部
が
不
足
す
る
か
た
。
一

害
者
を
対
象
と
レ
た
葉
相
談
、
職
場
一
二
、
購
入
す
る
宅
地
の
面
禁
一
六
五
一

適
応
事
業
所
へ
の
あ
っ
せ
ん
等
を
実
砲
一
土
三
一

0
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
一

し

て

い

ま

す

か

ら

、

ご

希

望

の

か

た

は

一

者

。

一

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
=
一
、
融
資
を
受
け
て
か
ら
五
年
以
内
に
一

な
お
、
九
月
は
心
身
障
害
者
の
回
日
一
住
宅
金
限
公
庫
個
人
住
宅
を
選
出
よ

一
す
る
か
た
で
借
入
金
の
償
還
が
礁
一

促

進

月

閣

で

あ

り

ま

す

。

一

一

事
業
所
の
か
た
は
、
雇
用
ト
促
進
一
般
一
雲
仙
か
た
で
す
。
中

資
十
席
用
奨
励
金
、
職
場
一
極
応
訓
練
等
一
受
付
場
所
は
、
伊
予
銀
行
、
愛
媛
柑

の
制
度
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
ご
利
用
い
一
互
銀
行
各
本
文
屈
で
す
。

た
だ
き
心
身
障
害
者
の
雇
用
に
と
協
力
一
定
設
資
金
、
宅
地
購
入
資
金
と
も
受

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
付
期
閣
は
、
昭
和
日
十
九
空
二
月
二
一
十

な
お
、
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
一
日
ま
で
。
た
だ
し
申
込
み
が
融
資
予
定

大
洲
公
共
職
業
安
定
所
へ
お
問
合
せ
く
一
駒
山
に
達
レ
た
と
き
は
、
申
込
期
間
中
で

だ

さ

い

。

も

締

め

き

り

ま

す

。

融
資
条
件
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
県

窪
築
住
宅
謀
、
大
州
中
央
土
木
事
務
所

連
築
指
尊
係
、
ま
た
は
受
付
栴
定
銀
行

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
者
の

雇
用
促
進
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